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●
は
じ
め
に

メ
コ
ン
地
域
開
発
が
東
西
・
南
北
・
南
部
の
三

つ
の
経
済
回
廊
を
中
心
に
推
進
さ
れ
て
き
て
い
る

な
か
、
各
経
済
回
廊
と
も
主
要
な
区
間
は
六
～
七

割
は
完
成
し
て
い
る
。
Ｇ
Ｍ
Ｓ
経
済
協
力
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
開
始
さ
れ
て
も
う
一
七
年
に
な
る
が
、
少

な
く
と
も
道
路
の
ハ
ー
ド
・
イ
ン
フ
ラ
に
関
し
て

は
多
く
の
成
功
を
収
め
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
東
西
経
済
回
廊
の
一
部
の
区

間
を
活
用
し
て
、
バ
ン
コ
ク
と
ハ
ノ
イ
と
を
結
ぶ

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
が
発
注
ベ
ー
ス
で
実
施
さ
れ
る
な

か
、
国
境
で
の
手
続
き
に
よ
り
多
く
の
時
間
を
要

す
る
と
の
話
は
依
然
と
し
て
聞
か
れ
る
。
こ
の
国

境
で
の
通
関
な
ど
の
手
続
き
の
円
滑
化
と
い
う
課

題
は
、
実
は
古
く
て
新
し
い
課
題
で
あ
る
。
こ
こ

で
は
、
ヒ
ト
や
モ
ノ
を
運
ぶ
自
動
車
の
越
境
を
円

滑
化
す
る
取
り
組
み
と
し
て
、越
境
交
通
協
定（
Ｃ

Ｂ
Ｔ
Ａ
）
を
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

●
Ｃ
Ｂ
Ｔ
Ａ
の
歴
史
的
背
景

自
動
車
の
越
境
手
続
き
が
国
を
ま
た
ぐ
輸
送
の

障
壁
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
指
摘
は
、
九
五
年
頃

Ｇ
Ｍ
Ｓ
の
交
通
関
連
の
作
業
部
会
で
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
障
壁
の
解
決
策
と
し
て
、

同
作
業
部
会
で
は
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
な
ど
で
採

用
さ
れ
て
い
る
国
際
国
境
を
越
え
る
自
動
車
の
移

動
円
滑
化
に
関
す
る
国
際
条
約
の
な
か
か
ら
、
国

連
ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済
社
会
理
事
会
（
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ａ

Ｐ
）
が
最
低
限
必
要
な
条
約
と
し
て
絞
り
込
ん
だ

八
条
約
（
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
第
四
八
回
総
会
第
一
一
号

決
議
）
の
う
ち
、
さ
ら
に
陸
上
の
国
境
が
対
象
と

な
る
七
条
約
に
、
メ
コ
ン
地
域
六
ヵ
国
が
加
盟
す

る
と
の
方
向
性
が
作
業
部
会
で
は
示
さ
れ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
当
時
メ
コ
ン
地
域
六
ヵ
国
の

う
ち
、
七
条
約
に
加
盟
し
て
い
る
国
は
一
ヵ
国
も

な
く
、
国
内
法
規
と
七
条
約
の
矛
盾
が
依
然
と
し

て
多
い
こ
と
か
ら
、
実
施
可
能
な
協
定
を
二
国
間

な
い
し
多
国
間
で
締
結
す
る
こ
と
を
中
短
期
的
に

模
索
し
て
い
く
と
の
方
針
が
そ
の
後
示
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
中
短
期
的
な
課
題
に
対
し
、
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
が
モ
デ
ル
と
な
る
条
文
を
作
成
、
こ
の
流

れ
に
ま
ず
応
じ
た
の
が
現
在
の
東
西
経
済
回
廊
上

の
タ
イ
、
ラ
オ
ス
、
ベ
ト
ナ
ム
の
三
ヵ
国
で
、

九
九
年
月
に
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
で
「
モ
ノ
と
ヒ
ト
の

越
境
輸
送
円
滑
化
の
た
め
の
三
ヵ
国
政
府
間
協

定
」
が
こ
れ
ら
三
ヵ
国
に
よ
っ
て
締
結
さ
れ
、
こ

の
協
定
が
後
の
Ｃ
Ｂ
Ｔ
Ａ
の
原
型
と
な
っ
た
。
そ

の
後
二
〇
〇
一
年
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
〇
二
年
に
中

国
、
〇
三
年
に
ミ
ャ
ン
マ
ー
が
同
協
定
に
署
名
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
署
名
を
も
っ
て
、
六
ヵ
国
す
べ
て

が
署
名
し
、
同
年
末
に
同
協
定
の
批
准
が
行
わ
れ

た
。
そ
の
翌
年
の
〇
四
年
、
六
ヵ
国
が
批
准
し
た

同
協
定
に
、「
越
境
交
通
協
定
（
Ｃ
Ｂ
Ｔ
Ａ
）」
と

の
名
称
が
与
え
ら
れ
た
。

Ｃ
Ｂ
Ｔ
Ａ
の
協
定
本
文
は
四
四
ヵ
条
か
ら
成
る

が
、
そ
の
細
則
で
あ
る
付
属
文
書
と
議
定
書
の
検

討
が
そ
の
後
行
わ
れ
た
。
付
属
文
書
と
議
定
書
の

数
は
全
部
で
二
〇
に
の
ぼ
る
（
表
１
）。
二
〇
の

付
属
文
書
と
議
定
書
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
つ
い
て
、

各
国
が
署
名
し
、
か
つ
各
国
の
議
会
に
よ
る
批
准

の
手
続
き
を
踏
ま
な
く
て
は
な
ら
ず
、
す
べ
て
の

付
属
文
書
と
議
定
書
に
六
ヵ
国
が
署
名
し
た
の
が

〇
七
年
三
月
、
そ
し
て
現
在
批
准
し
た
の
が
四
ヵ

国
で
、
ま
だ
タ
イ
と
ミ
ャ
ン
マ
ー
が
す
べ
て
の
文

書
の
批
准
が
終
わ
っ
て
い
な
い
。
Ｃ
Ｂ
Ｔ
Ａ
の
議

定
書
一
に
よ
る
と
、
Ｃ
Ｂ
Ｔ
Ａ
が
適
用
さ
れ
る
国

境
は
経
済
回
廊
上
の
国
境
を
は
じ
め
一
五
の
国
境

で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
各
国
の
署
名
・
批
准
が
さ

れ
る
前
に
、
す
で
に
二
国
間
な
い
し
多
国
間
で
結

ば
れ
て
い
る
協
定
を
前
提
に
、
Ｃ
Ｂ
Ｔ
Ａ
の
早
期

実
施
を
目
的
に
五
つ
の
国
境
で
、
そ
れ
ぞ
れ
関
係

石
田
正
美

越
境
交
通
協
定（
Ｃ
Ｂ
Ｔ
Ａ
）と
貿
易
円
滑
化

番 号 付属文書・議定書内容
A1. 危険物の運搬
A2. 国際輸送における車両の登録
A3. 腐りやすいモノの運搬
A4. 越境手続きの簡素化
A5. ヒトの越境移動
A6. トランジットおよび内陸通関体制
A7. 道路交通規則と標識
A8. 自動車の一時的輸入

番 号 付属文書・議定書内容
A16. 運転免許の基準
P1. 回廊・ルート・（国境）出入り口の指定
P2. トランジット輸送料金
P3. 輸送サービスの頻度と有効範囲および許可と割当の発行

（注）	 1Aは付属文書（Annex）、Pは議定書（Protocol）を意味する。
	 2マルチ・モーダルとは、トラックと船や鉄道など「多様な輸送形態」を意味する。
	 3各国の批准状況は、2008年７月15日現在のもの。なお、その後2008年中にベトナムとカンボジアはすべての

文書を批准している。
（出所）ADBのGMSのウェブサイト並びに同内部資料をもとに筆者作成。

番 号 付属文書・議定書内容
A9. 越境輸送における輸送運営業者の免許基準
A10. 輸送条件
A11. 道路や橋梁の設計、建設基準、および仕様
A12. 越境・トランジット設備およびサービス
A13a. マルチ・モーダル運送業者の責任システム
A13b. 越境運輸におけるマルチ・モーダル輸送業者の免許基準
A14. コンテナ通関レジーム
A15. 商品分類システム

表１　越境交通協定（CBTA）の17 の付属文書と３つの議定書

特　　集



アジ研ワールド・トレンド No.172（2010. 1）― 6

元
化
の
段
階
に
入
っ
て
は
い
な
い
。
し
か
し
、

〇
八
年
八
月
に
筆
者
が
訪
れ
た
際
は
、
本
来
の
第

二
段
階
を
後
に
し
、
第
三
段
階
の
検
疫
の
物
的
検

査
を
入
国
側
で
行
う
こ
と
で
、
担
当
者
は
第
二
段

階
に
入
っ
た
と
話
し
て
い
た
。
な
お
、
こ
れ
ら
二

国
境
の
覚
書
の
シ
ン
グ
ル
・
ウ
ィ
ン
ド
ー
化
は
、

第
一
段
階
導
入
時
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
他
方
、

南
北
経
済
回
廊
の
中
国
と
ベ
ト
ナ
ム
の
河
口
＝
ラ

オ
カ
イ
国
境
は
、
三
段
階
方
式
を
採
用
し
て
お
り
、

第
一
段
階
は
税
関
と
検
疫
の
物
的
検
査
の
入
国
側

へ
の
一
元
化
、
第
二
段
階
は
税
関
と
検
疫
の
諸
手

続
き
の
一
元
化
、
第
三
段
階
は
出
入
国
管
理
の
一

元
化
を
実
施
し
、
シ
ン
グ
ル
・
ウ
ィ
ン
ド
ー
は
第

一
段
階
で
行
う
と
定
め
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
東
西
経
済
回
廊
の
ラ
オ
ス
と

タ
イ
の
サ
ワ
ン
ナ
ケ
ー
ト
＝
ム
ク
ダ
ー
ハ
ー
ン
国

境
と
南
部
経
済
回
廊
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
タ
イ
の
ポ

イ
ペ
ト
＝
ア
ラ
ン
ヤ
プ
ラ
テ
ー
ト
国
境
は
、
二
段

階
方
式
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
第
一
段
階
は
Ｃ
Ｉ

Ｑ
の
窓
口
を
一
元
化
す
る
シ
ン
グ
ル
・
ウ
ィ
ン

ド
ー
の
実
施
と
税
関
と
検
疫
の
貨
物
の
物
的
検
査

の
入
国
側
へ
の
一
元
化
で
あ
る
。
第
二
段
階
は
、

Ｃ
Ｉ
Ｑ
の
諸
手
続
と
生
き
た
動
物
を
除
く
物
的
検

査
の
す
べ
て
が
入
国
側
に
統
一
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
。
な
お
、
こ
れ
ら
二
国
境
で
な
ぜ
二
段
階
方
式

が
採
用
さ
れ
た
の
か
に
関
し
て
は
、
タ
イ
の
法
律

が
自
国
の
公
務
員
の
他
国
で
の
業
務
遂
行
を
認
め

て
い
な
い
た
め
で
、
こ
こ
数
年
の
国
内
政
治
の
混

乱
の
た
め
か
、
同
法
案
は
い
ま
だ
に
成
立
し
て
い

な
い
。
シ
ン
グ
ル
・
ウ
ィ
ン
ド
ー
化
は
タ
イ
で
実

現
し
て
い
る
も
の
の
、
シ
ン
グ
ル
・
ス
ト
ッ
プ
化

の
手
続
き
を
入
国
の
際
か
出
国
の
際
の
ど
ち
ら
か

一
度
で
済
ま
せ
て
し
ま
お
う
と
い
う
の
が
Ｃ
Ｂ
Ｔ

Ａ
の
「
シ
ン
グ
ル
・
ス
ト
ッ
プ
」
で
あ
る
。

シ
ン
グ
ル
・
ス
ト
ッ
プ
に
つ
い
て
、
関
係
二
ヵ

国
の
関
与
の
仕
方
な
ど
に
選
択
肢
が
示
さ
れ
て
い

る
が
、
覚
書
ベ
ー
ス
で
は
い
ず
れ
の
国
境
も
、
入

国
側
で
一
度
に
す
る
仕
組
み
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、「
生
き
た
動
物
」
だ
け
は
、
例
外
的
に

出
国
側
が
検
疫
な
ど
の
手
続
き
を
終
え
た
う
え
で
、

越
境
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
シ
ン
グ

ル
・
ウ
ィ
ン
ド
ー
化
と
シ
ン
グ
ル
・
ス
ト
ッ
プ
化

の
プ
ロ
セ
ス
も
、
い
く
つ
か
の
段
階
を
経
て
実
現

さ
れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の

段
階
に
つ
い
て
は
、
国
境
ご
と
に
異
な
っ
て
い
る
。

東
西
経
済
回
廊
の
ベ
ト
ナ
ム
と
ラ
オ
ス
の
ラ
オ

バ
オ
＝
デ
ン
サ
ワ
ン
国
境
と
南
部
経
済
回
廊
の
ベ

ト
ナ
ム
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
モ
ク
バ
イ
＝
バ
ベ
ッ
ト

国
境
は
、
四
段
階
方
式
が
採
用
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。
第
一
段
階
は
、
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
の

輸
送
貨
物
を
開
け
る
税
関
の
物
的
検
査
を
入
国
側

に
統
一
す
る
も
の
で
、
そ
う
し
た
物
的
検
査
を
除

け
ば
、
Ｃ
Ｉ
Ｑ
の
諸
手
続
は
二
度
実
施
さ
れ
る
。

第
二
段
階
は
、
税
関
の
申
告
手
続
き
の
書
類
を
統

一
し
、
入
国
側
だ
け
で
通
関
が
行
わ
れ
る
も
の
で

あ
る
。
第
三
段
階
は
、
税
関
の
物
的
検
査
と
申
告

手
続
き
の
一
元
化
を
検
疫
に
拡
大
す
る
も
の
で
あ

る
。
そ
し
て
、
第
四
段
階
は
、
出
入
国
管
理
も
入

国
側
だ
け
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
ラ

オ
バ
オ
＝
デ
ン
サ
ワ
ン
国
境
で
は
、パ
イ
ロ
ッ
ト・

ケ
ー
ス
と
し
て
二
〇
〇
五
年
に
第
一
段
階
が
ス

タ
ー
ト
し
て
い
る
が
、
書
類
と
税
関
手
続
き
の
一

国
の
覚
書
が
結
ば
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
国
境
は
、

す
で
に
本
特
集
の
他
稿
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
る

①
ポ
イ
ペ
ト
＝
ア
ラ
ン
ヤ
プ
ラ
テ
ー
ト

②
モ
ク
バ
イ
＝
バ
ベ
ッ
ト

④
サ
ワ
ン
ナ
ケ
ー
ト
＝
ム
ク
ダ
ー
ハ
ー
ン

⑤
ラ
オ
バ
オ
＝
デ
ン
サ
ワ
ン

⑨
河
口
＝
ラ
オ
カ
イ

で
あ
る
。
な
お
、
Ｃ
Ｂ
Ｔ
Ａ
の
協
定
本
文
、
付

属
文
書
と
議
定
書
、
覚
書
の
関
係
は
図
１
の
よ
う

な
階
層
構
造
に
な
っ
て
い
る
。
以
下
で
は
、
協
定
本

文
と
付
属
文
書
と
議
定
書
、
二
国
間
な
い
し
多
国

間
覚
書
の
要
点
を
紹
介
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

●
シ
ン
グ
ル・
ス
ト
ッ
プ
と
シ
ン
グ
ル・

ウ
ィ
ン
ド
ー

海
外
旅
行
か
ら
帰
る
際
に
空
港
で
、
保
健
に
関

す
る
検
疫
、
入
国
手
続
き
、
最
後
に
税
関
申
告
と

い
う
手
続
き
を
踏
む
よ
う
に
、
国
境
を
通
過
す
る

場
合
、
税
関
と
出
入
国
管
理
、
保
健
と
動
植
物
に

関
す
る
検
疫
の
手
続
き
を
経
る
。
そ
れ
ら
は
英
語

の
頭
文
字
を
取
っ
て
、「
Ｃ
Ｉ
Ｑ
」
と
呼
ん
で
い
る
。

Ｃ
Ｉ
Ｑ
は
通
常
、
財
務
、
警
察
な
い
し
法
務
、
厚

生
、
農
水
な
ど
の
複
数
の
政
府
省
庁
に
よ
っ
て
管

轄
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
別
々
に
手
続
き
を

し
て
い
た
の
で
は
国
境
で
の
手
続
き
は
ス
ム
ー
ズ

に
は
進
ま
な
い
。
こ
れ
ら
複
数
の
省
庁
が
絡
む
手

続
き
を
、
利
用
者
の
利
便
性
を
考
慮
し
て
ひ
と
つ

の
窓
口
に
ま
と
め
よ
う
と
す
る
の
が
Ｃ
Ｂ
Ｔ
Ａ
の

「
シ
ン
グ
ル
・
ウ
ィ
ン
ド
ー
」
で
あ
る
。
他
方
、

こ
う
し
た
Ｃ
Ｉ
Ｑ
の
手
続
き
は
、
出
国
と
入
国
の

二
度
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
る
が
、
そ
う
し
た
二
度

CBTA

17 付属文書 ３議定書

２国間／
多国間覚書

２国間／
多国間覚書

２国間／
多国間覚書

２国間／
多国間覚書

図１　越境交通協定の階層構造

（出所）Ishida[2008].
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ジ
ッ
ト
国
と
な
る
。
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
輸
送
の
場
合
、

少
な
く
と
も
国
境
地
点
を
二
ヵ
所
以
上
通
過
す
る

た
め
、
国
境
を
通
過
す
る
度
に
検
査
・
手
続
き
に

時
間
を
か
け
る
こ
と
は
、
貿
易
を
妨
げ
る
こ
と
に

な
り
か
ね
な
い
。
こ
の
た
め
、
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
輸

送
の
場
合
、
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
国
に
入
国
前
に
施
錠

し
（
シ
ー
ル
を
貼
り
）、
施
錠
状
態
で
出
国
す
る
こ

と
を
条
件
に
、
そ
の
国
の
国
境
で
の
通
関
や
検
疫

の
物
的
検
査
が
免
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
仮
に
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
国
で
ト

ラ
ッ
ク
が
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
さ
れ
る
な
ど
、
や
む
を

得
な
い
事
情
で
、
結
果
的
に
密
輸
さ
れ
た
場
合
、

ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
国
の
税
関
当
局
は
本
来
受
け
る
べ

き
関
税
収
入
の
機
会
を
失
う
こ
と
と
な
る
。
と
こ

ろ
が
、
輸
送
業
者
が
搬
出
国
の
業
者
で
あ
る
場
合
、

関
税
徴
収
権
限
は
搬
出
国
側
に
あ
る
。
こ
の
た
め
、

搬
出
国
政
府
の
公
認
機
関
が
関
税
の
支
払
い
を
ト

ラ
ン
ジ
ッ
ト
国
に
対
し
保
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
の
公
認
機
関
は
、
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
輸
送
許

可
証
を
も
発
行
す
る
た
め
「
発
行
・
保
証
機
関
」

と
呼
ば
れ
る
。
各
国
は
こ
の
発
行
・
保
証
機
関
を

設
立
し
、
関
係
国
間
の
発
行
・
保
証
機
関
同
士
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
国
で
密
売
が
行
わ
れ
た
場
合
、

相
当
関
税
額
を
、
輸
送
業
者
が
登
録
し
て
い
る
国

の
発
行
・
保
証
機
関
が
、
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
国
の
発

行
・
保
証
機
関
に
支
払
う
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
搬
出
国
の
輸
送
業
者
は
、
こ
う
し
た
事
態

に
備
え
、
予
め
自
国
の
発
行
・
保
証
機
関
に
一
定

金
額
を
デ
ポ
ジ
ッ
ト
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

自
動
車
や
コ
ン
テ
ナ
の
一
時
輸
入
な
ど
Ｃ
Ｂ
Ｔ

相
互
に
寄
せ
合
っ
て
、
貨
物
を
積
み
替
え
て
い
る

光
景
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
例
え
ば
タ
イ
か
ら

ラ
オ
ス
を
越
え
て
、
ベ
ト
ナ
ム
に
貨
物
を
積
み
替

え
な
し
に
運
ぶ
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
積
み
替
え
に

要
す
る
時
間
と
労
力
は
大
き
く
削
減
さ
れ
る
。

だ
が
、
ト
ラ
ッ
ク
や
バ
ス
が
自
由
に
国
境
を
越

え
て
行
き
来
す
る
よ
う
に
な
る
に
は
、
単
に
国
境

で
の
障
壁
を
開
放
す
れ
ば
良
い
わ
け
で
は
な
い
。

そ
う
し
た
自
由
な
制
度
を
悪
用
し
、
受
け
入
れ
国

な
い
し
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
（
通
過
）
国
で
物
資
を
密

輸
す
る
行
為
を
未
然
に
防
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

例
え
ば
、
タ
イ
か
ら
ラ
オ
ス
に
貨
物
を
輸
送
す
る

場
合
、
ラ
オ
ス
側
は
貨
物
に
輸
入
関
税
を
か
け
る
。

し
か
し
、
輸
送
に
用
い
ら
れ
る
自
動
車
、
コ
ン
テ

ナ
、
工
具
や
ス
ペ
ア
・
パ
ー
ツ
は
形
の
う
え
で
輸

入
は
さ
れ
る
が
、
再
輸
出
を
前
提
と
し
た
「
一
時

輸
入
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
免
税
の
対
象
と
な
る
。

と
こ
ろ
が
、
同
時
に
余
分
な
も
の
を
運
搬
し
て
、

そ
れ
ら
が
密
輸
さ
れ
る
の
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、

自
動
車
が
入
国
時
と
出
国
時
と
で
一
部
を
除
い
て

変
化
し
て
い
な
い
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。
こ
の
た

め
、
自
動
車
が
国
境
を
通
過
す
る
場
合
、
自
動
車

の
エ
ン
ジ
ン
の
能
力
や
容
積
、
車
軸
の
重
量
な
ど

自
動
車
の
詳
細
が
記
載
さ
れ
た
、
搬
出
国
の
政
府

な
い
し
公
認
機
関
発
行
の
「
自
動
車
一
時
輸
入
許

可
書
」
の
携
帯
が
求
め
ら
れ
る
。

あ
る
国
と
隣
国
と
の
間
を
ト
ラ
ッ
ク
が
往
復
す

る
の
で
は
な
く
、
隣
国
な
い
し
次
の
国
を
通
過
し

て
輸
送
す
る
輸
送
形
態
を「
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
輸
送
」

と
い
う
。
例
え
ば
、
タ
イ
か
ら
ラ
オ
ス
経
由
で
ベ

ト
ナ
ム
に
輸
送
す
る
場
合
、
ラ
オ
ス
が
ト
ラ
ン

は
物
的
検
査
も
含
め
て
ま
だ
進
展
が
み
ら
れ
な
い
。

な
お
、
税
関
や
検
疫
の
物
的
検
査
を
行
う
た
め
、

国
境
の
両
側
で
は
一
定
の
面
積
を
も
つ
共
同
検
査

場
（
Ｃ
Ｃ
Ａ
）
を
設
置
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て

い
る
。
ベ
ト
ナ
ム
の
ラ
オ
バ
オ
、
ラ
オ
ス
の
サ
ワ

ン
ナ
ケ
ー
ト
で
は
す
で
に
Ｃ
Ｃ
Ａ
が
完
備
し
て
い

る
。
し
か
し
、
ラ
オ
ス
の
デ
ン
サ
ワ
ン
に
は
ま
だ

十
分
な
面
積
を
も
つ
Ｃ
Ｃ
Ａ
が
な
く
、
日
本
政
府

が
無
償
援
助
す
る
話
が
出
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、

ラ
オ
ス
の
サ
ワ
ン
ナ
ケ
ー
ト
の
Ｃ
Ｃ
Ａ
が
ま
っ
た

く
利
用
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
援
助
を
し
て
も
無

駄
で
な
い
か
と
の
意
見
が
あ
っ
た
と
聞
く
。
し
か

し
、
サ
ワ
ン
ナ
ケ
ー
ト
の
Ｃ
Ｃ
Ａ
が
利
用
さ
れ
て

い
な
い
の
は
、
タ
イ
の
公
務
員
が
ラ
オ
ス
側
で
働

く
こ
と
が
ま
だ
認
め
ら
れ
て
い
な
い
た
め
で
あ
り
、

ベ
ト
ナ
ム
と
ラ
オ
ス
と
で
は
共
同
で
の
物
的
検
査

が
行
わ
れ
て
い
る
以
上
、
ラ
オ
ス
側
に
も
Ｃ
Ｃ
Ａ

を
つ
く
る
必
要
性
は
十
分
あ
る
と
い
え
よ
う
。
ま

た
、
南
部
回
廊
の
ポ
イ
ペ
ト
＝
ア
ラ
ン
ヤ
プ
ラ

テ
ー
ト
国
境
で
は
、
中
立
地
帯
に
す
で
に
カ
ジ
ノ

が
林
立
し
て
い
る
た
め
、
Ｃ
Ｃ
Ａ
を
つ
く
る
ス

ペ
ー
ス
が
な
い
。
同
国
境
の
近
く
に
別
に
新
し
い

国
境
ゲ
ー
ト
を
つ
く
る
必
要
性
が
あ
る
と
さ
れ
、

二
国
間
で
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

●
自
動
車・コ
ン
テ
ナ
の
相
互
乗
り
入
れ

欧
州
を
旅
し
た
人
で
あ
れ
ば
、
ト
ラ
ッ
ク
や
バ

ス
が
国
境
を
自
由
に
行
き
来
す
る
の
を
体
験
し
て

い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
メ
コ
ン
地
域
で

国
境
地
域
で
目
に
す
る
の
は
、
隣
の
国
の
ト
ラ
ッ

ク
と
自
国
の
ト
ラ
ッ
ク
と
が
並
ん
だ
り
、
後
方
を

トラックを並べて行われ
る 積 み 替 え 作 業（ 中 国
雲南省・瑞麗国境にて。
2006年３月筆者撮影）
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の
代
表
で
あ
る
国
家
運
輸
促
進
委
員
会
（
Ｎ
Ｔ
Ｆ

Ｃ
）
を
設
置
し
、
そ
の
各
代
表
が
参
加
す
る
合
同

委
員
会
が
組
織
さ
れ
、
Ｃ
Ｂ
Ｔ
Ａ
の
運
用
や
解
釈

を
巡
る
各
国
間
の
紛
争
な
ど
の
調
停
の
場
と
し
て

も
活
用
さ
れ
る
こ
と
な
ど
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

●
お
わ
り
に

以
上
、
そ
の
規
定
を
み
る
限
り
、
Ｃ
Ｂ
Ｔ
Ａ
の

根
幹
は
し
っ
か
り
と
し
た
条
文
か
ら
成
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
関
係
国
す
べ
て
の
付
属
文
書
と
議
定

書
の
批
准
が
さ
れ
て
お
ら
ず
、
実
現
に
向
け
ス

タ
ー
ト
し
た
国
境
も
ラ
オ
バ
オ
＝
デ
ン
サ
ワ
ン
ぐ

ら
い
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
覚
書
に
記
さ
れ
て
い
る

様
々
な
実
施
期
限
も
守
ら
れ
て
は
い
な
い
。

Ｃ
Ｂ
Ｔ
Ａ
が
進
ま
な
い
理
由
と
し
て
、
第
一
に

Ｇ
Ｍ
Ｓ
各
国
が
英
語
を
母
国
語
に
し
な
い
な
か
で
、

英
語
の
何
百
条
に
も
及
ぶ
文
章
を
国
境
ゲ
ー
ト
の

担
当
者
レ
ベ
ル
が
理
解
す
る
ま
で
時
間
が
か
か
る

こ
と
、
第
二
に
シ
ン
グ
ル
・
ス
ト
ッ
プ
化
な
ど
は
国

内
の
セ
ク
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
加
え
、
複
数
国
が
絡
む

こ
と
で
そ
の
調
整
に
倍
以
上
の
コ
ス
ト
が
か
か
る
こ

と
、
第
三
に
国
内
法
と
の
間
の
矛
盾
が
依
然
と
し

て
解
決
さ
れ
な
い
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

だ
が
、
他
方
で
Ｃ
Ｂ
Ｔ
Ａ
の
母
国
へ
の
翻
訳
な

ど
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。
セ
ク
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に

関
し
て
は
現
場
で
の
調
整
を
踏
ま
え
た
首
脳
レ
ベ

ル
の
最
終
調
整
が
求
め
ら
れ
よ
う
。
九
五
年
か
ら

約
一
四
年
の
努
力
を
無
駄
に
し
て
は
な
る
ま
い
。

（
い
し
だ　

ま
さ
み
／
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
バ
ン
コ

ク
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員
）

可
能
な
場
合
は
帰
国
を
促
し
、
不
可
能
な
場
合
は

適
切
な
医
療
措
置
を
隔
離
病
棟
で
行
う
こ
と
が
定

め
ら
れ
、
将
来
的
に
国
境
周
辺
に
は
検
疫
施
設
に

加
え
、
隔
離
病
棟
を
備
え
た
施
設
の
建
設
が
求
め

ら
れ
る
。
ま
た
、
旅
行
者
の
携
行
品
は
、
一
定
期

間
内
に
再
輸
出
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
に
免
税
扱
い

に
な
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

つ
ぎ
に
モ
ノ
の
移
動
に
関
し
て
は
、
危
険
物
と

「
腐
り
や
す
い
モ
ノ
」
に
関
し
て
、
特
に
明
確
な

規
定
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
危
険
物
に
は
爆
薬
や

毒
性
・
腐
食
・
火
器
物
質
が
該
当
し
、
基
本
的
に

は
越
境
輸
送
の
対
象
外
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

国
連
や
欧
州
な
ど
で
定
め
ら
れ
て
い
る
危
険
物
に

関
す
る
国
際
協
定
の
範
囲
内
で
越
境
輸
送
が
認
め

ら
れ
る
。
他
方
、
家
畜
や
切
り
花
な
ど
の
動
植
物

や
食
品
な
ど
が
該
当
す
る
腐
り
や
す
い
モ
ノ
に
関

し
て
は
、
輸
送
時
間
が
長
く
な
る
こ
と
で
そ
の
価

値
低
下
を
防
ぐ
観
点
か
ら
、
国
境
で
の
検
疫
手
続

き
を
病
人
や
旅
行
者
に
つ
い
で
、
モ
ノ
の
な
か
で
は

最
も
優
先
的
に
扱
う
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
同
時
に
動
植
物
が
腐
敗
し
な
い
よ
う
適
切

な
温
度
と
湿
度
を
保
つ
こ
と
、
コ
ン
テ
ナ
な
ど
を
殺

菌
消
毒
す
る
こ
と
な
ど
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

設
備
と
制
度
の
共
通
化
に
関
し
て
は
、
Ａ
国
か

ら
Ｂ
国
に
入
っ
た
途
端
に
交
通
標
識
や
制
度
が
変

わ
る
と
い
っ
た
こ
と
を
避
け
る
観
点
か
ら
、
交
通

ル
ー
ル
と
標
識
、
検
査
所
や
燃
料
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
国
境
で
設
置
が
望
ま
れ
る
施
設
、
道
路
や
橋

の
設
計
基
準
、
国
際
貨
物
・
旅
客
輸
送
の
責
任
並

び
に
免
責
条
項
、
商
品
分
類
の
基
準
な
ど
が
規
定

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
総
則
に
関
し
て
は
、
各
国

Ａ
に
加
え
、
関
係
国
は
自
動
車
の
相
互
乗
り
入
れ

の
た
め
の
協
定
を
覚
書
で
結
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
具
体
的
に
は
相
互
に
越
境
輸
送
す
る
こ
と
が

で
き
る
自
動
車
の
台
数
を
予
め
定
め
、
各
国
の
ト

ラ
ッ
ク
や
バ
ス
の
事
業
者
が
そ
の
台
数
枠
に
対
し

申
請
し
、
認
め
ら
れ
た
場
合
「
ト
ラ
ッ
ク
・
パ
ス

ポ
ー
ト
」
と
も
称
さ
れ
る
ト
ラ
ッ
ク
の
国
境
通
行

証
が
交
付
さ
れ
る
。
〇
九
年
に
入
っ
て
、
東
西
経

済
回
廊
沿
道
の
タ
イ
、
ラ
オ
ス
、
ベ
ト
ナ
ム
と
の

間
で
、
こ
の
ほ
ど
自
動
車
の
相
互
乗
り
入
れ
を
そ

れ
ぞ
れ
四
〇
〇
台
の
枠
で
認
め
合
う
こ
と
が
承
認

さ
れ
て
い
る
。

●
そ
の
他
の
規
定

シ
ン
グ
ル
・
ウ
ィ
ン
ド
ー
化
と
シ
ン
グ
ル
・
ス

ト
ッ
プ
化
、
自
動
車
の
相
互
乗
り
入
れ
が
、
Ｃ
Ｂ

Ｔ
Ａ
の
根
幹
を
な
す
部
分
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
を

支
え
る
規
定
も
、
付
属
文
書
と
議
定
書
で
定
め
ら

れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
ヒ
ト
と
モ
ノ
の
移
動

に
関
す
る
補
則
と
設
備
と
制
度
の
共
通
化
、
総
則

に
大
き
く
分
け
ら
れ
る
。

ま
ず
ヒ
ト
の
移
動
に
関
し
て
は
、
ヒ
ト
を
越
境

輸
送
に
関
わ
る
運
転
手
や
乗
組
員
と
、
旅
行
者
な

ど
広
義
の
ヒ
ト
と
に
分
け
て
い
る
。
運
転
手
や
乗

組
員
に
関
し
て
は
、
頻
繁
に
越
境
す
る
こ
と
か
ら
、

域
内
各
国
は
域
内
の
他
国
の
運
転
手
や
乗
組
員
に

数
次
の
ビ
ザ
を
発
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま

た
、
各
国
は
、
域
内
の
他
国
で
発
行
さ
れ
た
運
転

免
許
証
を
相
互
に
認
証
し
合
う
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
る
。
つ
ぎ
に
広
義
の
ヒ
ト
に
関
し
て
は
、

感
染
症
が
発
覚
し
た
場
合
、
被
感
染
者
の
渡
航
が




